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運輸多目的衛星のイメージャについて

　Requirements of MTSAT/Imager

　　　　　システム管理課

System Engineering Division ＊1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Abstract

　　Multトfunctional Transport SATellitｅ（ＭＴＳＡＴ）ｗillbe launched using Japan H-II

rocket in 1999 as ａ successor of GMS-5.

　　The goals of the MTSAT system are tｏ:

゜Maintain imaging, image data distribution and meteorological data collection from data

　collection platfotms for meteorological services with 5 years mission life

゛Ｐｒｏｖideair traffic controls for civil aviation services with 10 years mission life

　　Imaging function is performed by Imager (Visible and Infrared Radiometer) of the

MTSAT payloads. Requirements forimaging function are summarized in Table l through

Table 4.

１。はじめに

　　運輸多目的衛星（ＭＴＳＡＴ:Multレfunctional

Transport Satellite)は、1999年（平成11年）に打上

げられる予定である。ＭＴＳＡＴに搭載される可視赤外

放射計（イメージャ）は、GMS-5/VISSR (Visible and

Infrared Spin Scan Radiometer)の機能に比べ、３．７

μｍ帯の赤外チャンネルの追加、赤外チャンネルの10

ビット量子化等の機能強化が図られる。ここでは、イ

メージャに対する要求の概要をまとめた。

２。運輸多目的衛星の概要

　運輸多目的衛星は、運輸省航空局と気象庁が共同で

調達、運用を行う多目的衛星であり、静止気象衛星５

号（ＧＭＳ-5）の後継機として、1999年（平成11年）に

＊1　Editor:Seiichiro Kigawa

　(1994年１月13日受領，1995年１月20日受理)

日本のＨ－IIロケットにより打上げられる予定である。

静止軌道からの気象観測の継続性確保を目的とする気

象ミッション機能は、５年のミッション寿命を、航空

管制業務のための航空ミッション機能は、10年のミッ

ション寿命を目標としている。

３。イメージャに対する要求の概要

　ＭＴＳＡＴに搭載されるイメージャに対する性能要

求の概要を、観測波長帯(Table 1）、空間分解能とナ

ビゲーション(Table 2）、温度・アルベド分解能とキ

ャリブレーション(Table 3）及び時間分解能(Table

4）の４つの観点にまとめた。

　運輸多目的衛星の調達は、日本政府のアクション・

プログラム実行推進委員会（平成２年６月14日）の定

めた手続きに従って実施される。イメージャに対する
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要求は、アクション・プログラム実行推進委員会で決

定された手続きに従い、性能中心に規定されている。

また、WMO SatelliteData Requirementsをイメー

ジャの観測データから作成されるプロダクトの精度目

ン精度は、GMS-5/VISSRの要求には無かったが、プ

ロダクトの精度向上には、キャリブレーション精度の

向上が必要かつ不可欠であることから、規定を設けた。

標（ゴール）の１つに設定し、イメージャに対する要　　３．４　時間分解能

求の詳細が規定されている。

３。１　観測波長帯

　ＭＴＳＡＴのイメージャは、ＧＭＳ-5/VISSRに対し、

3.7μｍ帯（赤外４チャンネル）を追加した機能が要求

されている。3.7μｍ帯は、霧や薄い巻雲の検出に有効

なことから、短時間予報や航空予報の利用に効果が期

待されること、また、海面水温の精度向上に有効で、

海況予報や数値予報において準リアルタイム的な利用

も期待できることから、イメージャの搭載センサと決

定された。

３。２　空間分解能とナビゲーション

　イメージャの地上分解能(衛星直下点の空間分解能)

は、GMS-5/VISSRの地上分解能(可視チャンネルが

1.25km、赤外チャンネルが5km)を最低限の要求とし

て規定している。地上分解能が向上すれば、雲型を詳

細に識別できることにより風計算のマッチング精度向

上、算出数増加及び台風中心位置決定精度の向上等が

期待できる。地上分解能の向上には、ナビゲーション

　(画像の位置合わせ：イメージャの観測データを構成

する画素が地球上のどの地点に対応するかを求めるこ

と)の精度向上が伴う必要があり、ナビゲーション精

度は地上分解能、瞬時視野角と比例するように規定し

ている。また、隣接する画素の視野の重なり又は隙間

は、雲量、放射量の推定誤差の要因となることから、

瞬時視野角及び視線安定度の規定により、隣接する画

素の視野間の重なり又は隙間の発生を抑制している。

３。３　温度・アルベト分解能とキャリブレーション

　イメージャの観測データから作成するプロダクトの

精度向上を目指して、赤外チャンネルの量子化ビット

数は10ビット以上を要求している。キャリブレーショ

　ＧＭＳ-5/VISSRでは、全球(衛星から見ることがで

きる地球の表面と大気の全体)を約30分の所要時間で

観測できる。 ＭＴＳＡＴ／イメージャでは30分以下の所

要時間で観測できることを要求している。

　また、ＭＴＳＡＴ／イメージャは、衛星が地球又は月

の影に入っている時も観測できることを要求している

　さらに、GMS-5では、VISSRデータとＷＥＦＡＸの

伝送信号の周波数帯域が重なっているため、VISSR観

測とＷＥＦＡＸ配信の同時運用は行わないが、

ＭＴＳＡＴでは、イメージャの観測データの伝送速度を

低速化し、衛星から地上局(ＣＤＡＳ)への伝送信号の占

有周波数帯幅を狭くすることにより、イメージャによ

る観測とＷＥＦＡＸ配信が同時に行えるようになる。

４。おわりに

　宇宙からの気象観測を行う測器の開発にあたっては、

観測波長帯の追加、波長帯の狭帯域化による鉛直分解

能の向上、空間分解能の向上、ノイズの低減及び観測

頻度の増加等の要求が。－ザから常に求められる。

ＭＴＳＡＴ以降のイメージャも例外ではなく、今後も、

プロダクトの要求を明確にし、ミッション要求を技術

的、経済的に最適化する作業を、時間をかけて行う必

要がある。
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